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漢
点
字
の
散
歩

（
六
十
四
）

岡
田

健
嗣

カ
ナ
文
字
は
仮
名
文
字

（

）
15

前
回
は
、
万
葉
集
で
も
最
も
古
い
表
記
法
を
採
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
、
柿
本
人
麻
呂
の
略
体
歌
四
首
の
文
字
表
記

を
、
見
て
み
ま
し
た
。
人
麻
呂
の
略
体
歌
と
言
わ
れ
る
歌
は
他

に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
内
の
四
首
を
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
羈
旅
歌
」
に
分
け
ら
れ
る
歌
で
、
「
人
麻
呂
歌
集
」
に
あ

っ
た
も
の
を
万
葉
集
に
収
録
し
た
と
左
注
に
あ
り
ま
す
。
「
人

麻
呂
歌
集
」
は
、
人
麻
呂
の
作
歌
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
な

く
、
人
麻
呂
が
集
め
た
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
人
麻
呂
の
筆
が
入
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

勿
論
そ
の
読
み
は
、
古
点
・
次
点
・
新
点
を
経
て
、
ま
た
そ

の
後
何
百
年
の
間
の
数
多
の
歌
人
・
研
究
者
が
行
っ
た
、
様
々

な
角
度
か
ら
の
試
み
を
経
て
、
私
達
の
手
元
に
あ
る
も
の
で

す
。
そ
の
読
み
に
足
場
を
置
き
な
が
ら
、
文
字
遣
い
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
一
二
七

度
會

大
川
邊

若
歴
木

吾
久
在
者

妹
戀
鴨

（
前
回
同
様
、
一
字
一
字
音
と
訓
を
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
）

「
度
」
ド
・
た
び

「
會
」
カ
イ
・
エ
・
あ
う

「
大
」
ダ

イ
・
お
お
き
い

「
川
」
セ
ン
・
か
わ

「
邊
」
ヘ
ン
・
ほ
と

り
・
あ
た
り
・
べ

「
若
」
ジ
ャ
ク
・
わ
か
い

「
歴
」
レ
キ

「
木
」
ボ
ク
・
モ
ク
・
き

「
吾
」
ゴ
・
わ
れ

「
久
」
キ

ュ
ウ
・
ひ
さ
し
い

「
在
」
ザ
イ
・
あ
る

「
者
」
シ
ャ
・
も

の

「
妹
」
マ
イ
・
い
も
う
と

「
戀
」
レ
ン
・
こ
う

「
鴨
」
オ
ウ
・
か
も

度
会
の

大
川
の
辺
の

若
久
木

我
が
久
な
ら
ば

妹
恋

ひ
む
か
も

「
度
會
、
「
わ
た
ら
い
」
は
大
和
の
地
名
か
、
「
大
川
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邊
」
、
大
き
な
川
の
ほ
と
り
、
助
詞
「
の
」
が
省
略
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
若
歴
木
」
、
読
み
下
し
文
で
は
「
歴
」
で
は
な
く
、

「
久
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
「
ひ
さ
ぎ
」
の
木
、

「
ひ
さ
し
い
」
の
音
か
ら
、
「
吾
久
在
者
」
、
「
我
が
久
な
ら

ば
」
、
さ
ら
に
私
が
久
し
く
家
を
離
れ
て
旅
を
し
て
お
れ
ば
、

送
り
が
な
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
在
者
」
で
あ
ら
ば
、

「
者
」
を
助
詞
の
「
バ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
音
仮
名
と
み

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
者
」
は
助
詞
の

「
は
」
に
も
当
て
ら
れ
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
「
妹
戀
鴨
」
、

「
妹
恋
ひ
む
か
も
」
、
家
に
残
し
て
き
た
妻
は
、
さ
ぞ
か
し
私

を
恋
し
く
思
う
で
あ
ろ
う
に
。
送
り
が
な
が
省
略
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
鴨
」
が
、
助
詞
「
か
も
」
に
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
訓

仮
名
で
す
。

三
一
二
八

吾
妹
子

夢
見
来

倭
路

度
瀬
別

手
向
吾
為

「
吾
」
ゴ
・
わ
れ

「
妹
」
マ
イ
・
い
も
う
と

「
子
」
シ

・
こ

「
夢
」
ム
・
ゆ
め
（
い
め
）

「
見
」
ケ
ン
・
み
る

「
来
」
ラ
イ
・
く
る
・
き
・
こ

「
倭
」
ワ
・
や
ま
と

「
路
」
ロ
・
み
ち
・
じ

「
度
」
ド
・
た
び

「
瀬
」
ラ
イ
・

せ

「
別
」
ベ
ツ
・
わ
か
れ
る

「
手
」
シ
ュ
・
て

「
向
」

コ
ウ
・
む
か
う

「
吾
」
ゴ
・
わ
れ

「
為
」
イ
・
な
す

我
妹
子
を

夢
に
見
え
来
と

大
和
道
の

渡
り
瀬
ご
と
に

手
向
け
ぞ
我
が
す
る

「
吾
妹
子
」
、
「
我
妹
子
を
」
、
こ
こ
で
は
家
に
残
し
て
来

た
愛
す
る
妻
、
原
文
で
は
「
吾
」
、
読
み
下
し
分
で
は
「
我
」

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
助
詞
「
を
」
が
省
略
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
夢
見
来
」
、
「
夢
に
見
え
来
（
こ
）
と
」
、
「
夢
」
、

「
ゆ
め
」
で
な
く
「
い
め
」
と
読
み
ま
す
。
「
に
」
と
「
と
」

の
助
詞
、
「
え
」
の
送
り
が
な
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
倭

路
」
、
「
大
和
道
の
」
、
原
文
で
は
「
倭
」
、
読
み
下
し
文
で

は
「
大
和
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
文
で
は

「
路
」
の
と
こ
ろ
、
読
み
下
し
文
で
は
「
道
」
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
助
詞
「
の
」
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
度
瀬

別
」
、
「
渡
り
瀬
（
ぜ
）
ご
と
に
」
、
「
度
」
を
「
わ
た
る
」

と
読
ん
で
、
読
み
下
し
文
で
は
「
渡
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
別
」
を
「
ご
と
」
と
訓
読
し
て
い
ま
す
。
送
り
が
な
と
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助
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
手
向
吾
為
」
、
「
手
向
け
ぞ

我
が
す
る
」
、
幣
帛
を
手
向
け
て
い
ま
す
。
読
み
下
し
文
で
は

「
ぞ
…
る
」
の
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
原
文
で
は
そ

う
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
原
文
で

は
「
吾
」
、
読
み
下
し
文
で
は
「
我
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
為
」
を
「
す
る
」
と
読
ん
で
、
助
詞
・
送
り
仮
名
が
省

略
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
一
二
九

櫻
花

開
哉
散

及
見

誰
此

所
見
散
行

「
櫻
」
オ
ウ
・
さ
く
ら

「
花
」
カ
・
は
な

「
開
」
カ
イ

・
ひ
ら
く

「
哉
」
サ
イ
・
か
な
・
や

「
散
」
サ
ン
・
ち
る

「
及
」
キ
ュ
ウ
・
お
よ
ぶ

「
見
」
ケ
ン
・
み
る

「
誰
」

ス
イ
・
た
れ

「
此
」
シ
・
こ
れ
・
こ
の

「
所
」
シ
ョ
・
と

こ
ろ

「
見
」
け
ん
・
み
る

「
散
」
サ
ン
・
ち
る

「
行
」

コ
ウ
・
ギ
ョ
ウ
・
ゆ
く
・
お
こ
な
う

桜
花

咲
き
か
も
散
る
と

見
る
ま
で
に

誰
れ
か
も
こ
こ

に

見
え
て
散
り
行
く

「
櫻
花
」
、
さ
く
ら
ば
な
、
「
開
哉
散
」
、
「
咲
き
か
も
散

る
と
」
、
咲
い
た
か
と
思
え
ば
直
ぐ
に
散
っ
て
し
ま
う
、
助
詞

・
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
及
見
」
、
「
見
る
ま

で
に
」
、
「
及
」
を
「
ま
で
」
と
訓
読
し
て
、
漢
文
訓
読
の
形

を
採
っ
て
い
ま
す
。
送
り
仮
名
と
助
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
誰
此
」
、
「
誰
れ
か
も
こ
こ
に
」
、
送
り
仮
名
と
助
詞

が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
所
見
散
行
」
、
「
見
え
て
散
り
行

く
」
、
「
所
見
」
を
「
み
え
て
」
と
訓
読
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
花
が
咲
い
て
散
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
が
現
れ
て
は
去
っ
て
行
く
。

三
一
三
〇

豊
洲

聞
濱
松

心
哀

何
妹

相
云
始

「
豊
」
ホ
ウ
・
ゆ
た
か
・
と
よ

「
洲
」
シ
ュ
ウ
・
す
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「
聞
」
ブ
ン
・
き
く

「
濱
」
ヒ
ン
・
は
ま

「
松
」
シ
ョ
ウ

・
ま
つ

「
心
」
シ
ン
・
こ
こ
ろ

「
哀
」
ア
イ
・
あ
わ
れ
む

「
何
」
カ
・
な
に
・
い
ず
れ

「
妹
」
マ
イ
・
い
も
う
と

「
相
」
ソ
ウ
・
あ
い

「
云
」
ウ
ン
・
い
う

「
始
」
シ
・
は

じ
め
る

豊
国
の

企
救
の
浜
松

ね
も
こ
ろ
に

何
し
か
妹
に

相

言
ひ
そ
め
け
む

「
豊
洲
」
、
「
豊
国
の
」
、
大
和
を
離
れ
て
遠
く
、
九
州
の

豊
前
に
到
達
し
た
。

「
洲
」
を
「
く
に
」
と
訓
読
し
て
、
読

み
く
だ
し
文
で
は
、
「
国
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
助
詞

「
の
」
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
聞
濱
松
」
、
「
企
救
の
浜

松
」
、
「
き
く
」
は
北
九
州
の
地
名
、
読
み
下
し
文
で
は
「
企

救
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
原
文
で
は
「
聞
」
と
、
訓
仮
名

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
企
救
」
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
所

と
し
て
知
ら
れ
た
地
名
で
す
。
歌
枕
で
す
。
そ
の
企
救
の
浜
の

松
の
よ
う
に
深
く
根
差
し
て
。
「
心
哀
」
、
「
ね
も
こ
ろ

に
」
、
深
く
す
る
妻
へ
の
思
い
、
「
ね
も
こ
ろ
」
と
は
「
懇

ろ
」
、
「
心
哀
」
と
表
記
し
て
「
ね
も
こ
ろ
」
と
読
む
、

「
哀
」
は
か
な
し
い
・
あ
わ
れ
む
の
意
の
文
字
で
す
が
、

「
愛
」
に
も
、
「
か
な
し
い
」
の
訓
読
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
あ
い
す
る
」
の
と
「
あ
わ
れ
む
・
か
な
し
む
」
の
と
は
、
根

の
と
こ
ろ
で
通
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
助
詞
「
に
」
が
省

略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
何
妹
」
、
「
何
し
か
妹
に
」
、
遠
く
離

れ
て
都
で
待
つ
妻
に
、
ど
の
よ
う
に
。
送
り
仮
名
と
助
詞
が
省

略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
相
云
始
」
、
「
相
言
ひ
そ
め
け
む
」
、

言
い
合
っ
て
堅
く
結
ば
れ
た
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
送
り
仮

名
・
助
動
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
は
萬
葉
集
に
「
羈
旅
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
人
麻

呂
歌
集
の
歌
で
す
。
都
を
発
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
二
首
と
、

旅
路
に
あ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
周
辺
の
風
景
、
そ
の

た
め
に
地
名
の
判
明
し
な
い
一
首
、
そ
し
て
九
州
の
豊
前
・
企

救
に
到
っ
て
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
都
の
妻
を
偲
ん
だ
歌
、
全

四
首
で
す
。
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人
麻
呂
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
た
歌
と
は
、
人
麻
呂
の
作
歌

に
な
る
歌
で
は
な
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
恐
ら
く
人
麻
呂
が
手
を
加
え
た
可
能
性
、
現
在
で
は
「
添

削
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
し
た
可
能
性
は
大
い
に
有
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
歌
々
で
す
。

前
回
見
た
も
の
も
今
回
見
た
も
の
も
「
略
体
表
記
」
と
呼
ば

れ
る
表
記
法
で
書
か
れ
た
歌
で
、
現
代
文
で
は
か
な
文
字
で
書

か
れ
る
部
分
が
欠
け
て
い
ま
す
。
か
な
文
字
で
書
か
れ
る
部

分
、
そ
れ
は
「
送
り
仮
名
」
「
助
詞
」
と
「
助
動
詞
」
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
何
も
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
現
代
文

で
か
な
文
字
で
書
か
れ
る
も
の
に
対
し
て
の
意
識
が
な
か
っ
た

と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
の
訓
点
か

ら
見
て
も
、
係
り
結
び
や
枕
詞
や
詠
嘆
が
、
既
に
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
て
も
、
徒
に
そ
れ
ら
を
後
か
ら
付
け
加
え
た
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
、
略
体
表
記
で
な
い
人
麻
呂
の
歌
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

四
六阿

騎
乃
野
尓

宿
旅
人

打
靡

寐
毛
宿
良
目
八
方

古
部

念
尓「

阿
」
ア
・
お
も
ね
る

「
騎
」
キ
・
（
馬
に
）
の
る

「
乃
」
ダ
イ
・
の

「
野
」
ヤ
・
の

「
尓
」
ジ
・
ニ
・
な
ん

じ

「
宿
」
シ
ュ
ク
・
や
ど
る

「
旅
」
リ
ョ
・
た
び

「
人
」
ジ
ン
・
ニ
ン
・
ひ
と

「
打
」
ダ
・
う
つ

「
靡
」
ビ

・
な
び
く

「
寐
」
ビ
・
い
ぬ
・
ね
る

「
毛
」
モ
ウ
・
け

「
宿
」
シ
ュ
ク
・
や
ど
る

「
良
」
リ
ョ
ウ
・
よ
い

「
目
」

も
く
・
め

「
八
」
ハ
チ
・
や
つ

「
方
」
ホ
ウ
・
か
た

「
古
」
コ
・
ふ
る
い

「
部
」
ブ
・
わ
け
る

「
念
」
ネ
ン
・

お
も
う

「
尓
」
ジ
・
ニ
・
な
ん
じ

安
騎
の
野
に

宿
る
旅
人

う
ち
靡
き

寐
も
寝
ら
め
や
も

い
に
し
へ
思
ふ
に
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「
阿
騎
乃
野
尓
」
、
「
安
騎
の
野
に
」
、
「
阿
騎
」
は
地

名
、
軽
皇
子
（
後
の
文
武
天
皇
）
が
今
は
亡
き
父
・
草
壁
皇
子

を
偲
ん
で
、
か
つ
て
父
に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
来
た
こ
の
地
で

狩
り
を
し
た
こ
と
を
思
い
、
追
悼
の
意
を
込
め
て
再
び
狩
り
を

す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
こ
の
野
に
、
原
文
で
は
「
阿
」
が
、

読
み
下
し
文
で
は
「
安
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
乃
」
は

訓
仮
名
、
「
尓
」
は
音
仮
名
。
「
宿
旅
人
」
、
「
宿
る
旅
人

（
た
び
ひ
と
）
」
、
こ
の
野
に
宿
泊
す
る
共
人
ら
、
送
り
仮
名

「
る
」
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
打
靡
」
、
「
う
ち
靡

き
」
、
す
っ
か
り
亡
き
皇
子
の
こ
ろ
を
思
い
起
こ
し
て
、
送
り

仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
寐
毛
宿
良
目
八
方
」
、
「
寐

（
い
）
も
寝
（
ぬ
）
ら
め
や
も
」
、
安
ら
か
に
寝
て
な
ど
い
ら

れ
よ
う
か
、
「
毛
」
は
音
仮
名
、
「
目
八
方
」
は
訓
仮
名
。

「
古
部
念
尓
」
、
「
い
に
し
へ
思
ふ
に
」
、
「
古
部
」
で
「
い

に
し
へ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
「
お
も
ふ
」
は
、
原
文
で
は

「
念
」
、
読
み
下
し
文
で
は
「
思
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
尓
」
は
音
仮
名
、
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
七真

草
苅

荒
野
者
雖
有

黄
葉

過
去
君
之

形
見
跡
曽
来

師
「
真
」
シ
ン
・
ま
こ
と
・
ま

「
草
」
ソ
ウ
・
く
さ

「
苅
」
ガ
イ
・
（
草
を
）
か
る

「
荒
」
コ
ウ
・
あ
ら
い
・
あ

れ
る

「
野
」
ヤ
・
の

「
者
」
シ
ャ
・
も
の

「
雖
」
ス
イ

・
い
え
ど
も

「
有
」
ユ
ウ
・
あ
る

「
黄
」
コ
ウ
・
オ
ウ
・

き

「
葉
」
ヨ
ウ
・
は

「
過
」
カ
・
す
ぎ
る

「
去
」
キ
ョ

・
さ
る

「
君
」
ク
ン
・
き
み

「
之
」
シ
・
ゆ
く
・
こ
れ
・

の

「
形
」
ケ
イ
・
か
た
ち

「
見
」
け
ん
・
み
る

「
跡
」

セ
キ
・
あ
と

「
曽
」
ソ
・
か
つ
て

「
来
」
ラ
イ
・
く
る

「
師
」
シ

ま
草
刈
る

荒
野
に
は
あ
れ
ど

黄
葉
の

過
ぎ
に
し
君
が

形
見
と
ぞ
来
し

「
真
草
苅
」
、
「
ま
草
苅
る
」
、
野
宿
を
す
る
た
め
の
仮
の
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廬
を
設
営
す
る
た
め
に
草
を
苅
る
。
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
荒
野
者
雖
有
」
、
「
荒
野
に
は
あ
れ
ど
」
、
「
雖

有
」
を
「
に
は
あ
れ
ど
」
と
、
漢
文
の
読
み
下
し
を
模
し
た
表

記
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
黄
葉
」
、
「
黄
葉
の
」
、
「
も
み

ぢ
ば
の
」
、
黄
葉
を
も
み
じ
ば
と
読
ま
せ
ま
す
、
助
詞
「
の
」

が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
過
去
君
之
」
、
「
過
ぎ
に
し
君

が
」
、
亡
き
草
壁
皇
子
の
、
「
過
去
」
と
書
い
て
、
「
す
ぎ
に

し
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
「
之
」
を
「
が
」
と
読
ま
せ
て
い

ま
す
が
、
助
詞
「
が
」
と
「
の
」
は
、
入
れ
替
え
が
可
能
な
語

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
形
見
跡
曽
来
師
」
、
「
形
見
と
ぞ
来

（
こ
）
し
」
、
「
形
見
」
、
そ
の
皇
子
に
ち
な
ん
だ
こ
の
阿
騎

の
野
、
そ
の
地
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。
「
ぞ
…
し
」
、
係
り
結

び
で
す
。
「
跡
」
は
訓
仮
名
、
「
師
」
は
音
仮
名
、
草
壁
皇
子

を
偲
ぶ
狩
り
を
決
行
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
亡
き
皇
子
の
颯
爽

と
し
た
姿
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
一
行
で
あ
る
。

四
八東

野
炎

立
所
見
而

反
見
為
者

月
西
渡

「
東
」
ト
ウ
・
ひ
が
し

「
野
」
ヤ
・
の

「
炎
」
エ
ン
・

ほ
の
お

「
立
」
リ
ツ
・
た
つ

「
所
」
シ
ョ
・
と
こ
ろ

「
見
」
ケ
ン
・
み
る

「
而
」
ジ
・
し
こ
う
し
て

「
反
」
ハ

ン
・
タ
ン
・
そ
る

「
見
」
ケ
ン
・
み
る

「
為
」
イ
・
な
す

「
者
」
シ
ャ
・
も
の

「
月
」
ゲ
ツ
・
ガ
ツ
・
つ
き

「
西
」
セ
イ
・
サ
イ
・
に
し

「
渡
」
ト
・
わ
た
る

東
の

野
に
は
か
ぎ
ろ
ひ

立
つ
見
え
て

か
へ
り
見
す
れ

ば

月
西
渡
る

「
東
」
、
「
東
の
」
、
「
ひ
む
が
し
の
」
、
助
詞
「
の
」
が

省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
野
炎
」
、
「
野
に
は
か
ぎ
ろ
ひ
」
、

野
に
暁
光
が
差
し
始
め
て
、
光
が
揺
ら
め
い
て
見
え
る
。

「
炎
」
を
「
か
ぎ
ろ
ひ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
助
詞
が
省
略

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
立
所
見
而
」
、
「
立
つ
見
え
て
」
、
か
げ

ろ
う
が
立
っ
て
、
「
所
見
而
」
を
「
み
え
て
」
と
読
ま
せ
て
、

「
而
」
は
助
詞
「
て
」
と
読
み
ま
す
。
訓
仮
名
で
す
。
送
り
仮
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名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
反
見
為
者
」
、
「
か
へ
り
見
す

れ
ば
」
、
反
対
側
の
空
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
ま
た
、
草
壁

皇
子
の
狩
り
の
時
と
同
様
に
。
「
為
」
は
「
す
る
」
、
已
然
形

「
す
れ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
「
者
」
は
時
を
示
す
助
詞

「
ば
」
、
音
仮
名
で
す
。
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
月
西
渡
」
、
「
月
西
渡
る
」
、
残
っ
た
月
が
西
の
空
を
沈
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
前
回
の
狩
り
と
同
じ
だ
。
往
時
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
、
狩
り
は
朝
が
早
い
。

四
九日

雙
斯

皇
子
命
乃

馬
副
而

御
狩
立
師
斯

時
者
来
向

「
日
」
ジ
ツ
・
ニ
チ
・
ひ

「
雙
」
ソ
ウ
・
ふ
た
つ

「
斯
」
シ
・
か
く
・
こ
れ

「
皇
」
コ
ウ
・
オ
ウ

「
子
」
シ

・
こ

「
命
」
メ
イ
・
い
の
ち
・
み
こ
と

「
乃
」
ダ
イ
・
の

「
馬
」
バ
・
う
ま

「
副
」
フ
ク
・
そ
え
る

「
而
」
ジ
・

し
こ
う
し
て

「
御
」
ゴ
・
ギ
ョ
・
お
ん
・
み

「
狩
」
シ
ュ

・
か
り

「
立
」
リ
ツ
・
た
つ

「
師
」
シ

「
斯
」
シ
・
か

く
・
こ
れ

「
時
」
ジ
・
と
き

「
者
」
シ
ャ
・
も
の

「
来
」
ラ
イ
・
く
る

「
向
」
コ
ウ
・
む
く

日
並

皇
子
の
命
の

馬
並
め
て

み
狩
立
た
し
し

時
は

来
向
ふ

「
日
雙
斯
」
、
「
日
並
（
ひ
な
み
し
）
」
、
日
と
並
び
称
さ

れ
る
、
「
皇
子
命
乃
」
、
「
皇
子
の
命
（
み
こ
と
）
の
」
、

「
日
並
皇
子
の
命
」
は
「
ひ
な
み
の
み
こ
の
み
こ
と
」
、
日
と

並
ぶ
帝
王
、
こ
こ
で
は
亡
き
草
壁
皇
子
、
そ
し
て
こ
の
狩
り
を

成
功
さ
せ
れ
ば
草
壁
と
同
じ
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
軽
皇
子

を
指
し
ま
す
。
原
文
で
は
「
雙
斯
」
、
読
み
下
し
文
で
は

「
並
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
乃
」
は
助
詞
の
「
の
」
、

訓
仮
名
で
す
。
「
馬
副
而
」
、
「
馬
並
（
な
）
め
て
」
、
馬
上

豊
か
に
勢
揃
い
さ
せ
て
、
原
文
で
は
「
副
」
、
読
み
下
し
文
で

は
「
並
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
而
」
は
助
詞
の

「
て
」
、
こ
れ
も
訓
仮
名
で
す
。
「
御
狩
立
師
斯
」
、
「
み
狩

立
た
し
し
」
、
狩
り
を
始
め
た
、
「
斯
師
」
は
送
り
仮
名
と
助
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詞
、
音
仮
名
で
す
。
「
時
者
来
向
」
、
「
時
は
来
（
き
）
向

ふ
」
、
往
時
と
同
様
に
狩
り
が
始
ま
り
、
心
の
中
で
は
二
重
写

し
に
な
る
。
「
者
」
は
助
詞
「
は
」
、
音
仮
名
で
す
。
「
来
向

ふ
」
、
往
時
と
向
き
合
う
思
い
が
す
る
。

＊

「
か
り
」
を
表
す
文
字
、
原
文
で
は
「
け
も
の
偏
＋

葛
」
（
カ
ツ
、
か
り
）
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
み

下
し
文
で
は
、
「
狩
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
Ｊ
Ｉ

Ｓ
コ
ー
ド
に
な
い
文
字
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
表
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
原
文
に
も
、
「
狩
」
を
用
い
ま
し
た
。

以
上
の
四
首
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
宮
廷
歌
デ
ビ
ュ
ー
作
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
長
歌
の
後
に
続
く
反
歌
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

歌
で
す
。

こ
の
狩
り
の
主
人
公
は
軽
皇
子
、
後
の
文
武
天
皇
で
す
。
軽

皇
子
は
草
壁
皇
子
の
皇
子
で
、
持
統
天
皇
の
孫
に
当
た
り
ま

す
。
そ
し
て
、
草
壁
皇
子
は
そ
の
前
の
年
に
急
逝
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
持
統
天
皇
は
、
天
武
天
皇
崩
御
の
後
暫
く
帝
位
に
即

か
ず
、
そ
の
草
壁
皇
子
を
帝
位
に
即
け
よ
う
と
し
て
い
た
矢
前

の
こ
と
で
し
た
。
後
に
即
位
し
た
持
統
天
皇
の
悲
し
み
は
、
計

り
知
れ
な
い
物
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
亡
き
草
壁
皇
子
を
偲
ん
で
行
わ
れ
た
の
が
こ
の

狩
り
で
す
。
先
年
草
壁
皇
子
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
狩
り
を
、

今
度
は
そ
の
皇
子
の
軽
皇
子
が
主
催
し
て
、
亡
き
父
皇
子
を
偲

ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
宮
廷
儀
礼
の
意
味
合
い
の
強
い
こ
の
狩
り
に
、
人
麻
呂

は
供
奉
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
歌
々
を
献
上
し
た
の
で
し

た
。前

回
と
今
回
の
前
半
に
掲
げ
た
人
麻
呂
の
略
体
歌
と
、
後
半

に
掲
げ
た
四
首
の
歌
、
前
者
は
人
麻
呂
歌
集
か
ら
の
歌
と
さ
れ

て
、
人
麻
呂
の
作
歌
で
は
な
い
と
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
し
か

し
人
麻
呂
の
歌
と
し
て
も
充
分
な
厚
み
の
あ
る
歌
で
す
。
そ
し

て
そ
の
表
記
に
於
い
て
略
体
か
非
略
体
か
の
差
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
か
、
比
較
し
て
見
る
の
も
一
興
と

思
わ
れ
ま
す
。
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参考資料

字式について （二）
岡田健嗣

前回、漢点字書で文字の形を表す方法として、川上先生が考案し

た「字式」のあらましをご紹介しました。その「字式」に本会で使用

している記号を九つ挙げましたが、さらに二つ落としていることに気

づきました。

そこでここでは、前回ご紹介した記号を、簡単に挙げて、残りの二

つを、その後にご紹介したいと思います。

①＋ 部首が横に並んだ場合の、左右の関係を表す。

②／ 部首が縦に並んだ場合の、上下の関係を表す。

③＼ 漢字のパーツとパーツを重ねることを表す。

④・ パーツが縦に並んでいるとき、くっついている関係を表す。

くっついているのが横線であれば、一本の横線になる。

⑤＞ 左側の構えの中に右側の部首を入れるか、あるいは左側の部

首の右下に右側の部首を入れるかを表す。

⑥＜ 左側の部首を、右側の部首の左下に入れることを表す。

⑦÷ 文字を上下に分けて、その間に部首を入れることを表す。

⑧@+ 伸ばした脚の上に部首を載せることを表す。

⑨‐ 左右の部首や画をくっつけることを表す。

以上が、前回ご紹介した「字式」で使用している記号です。

さらに二つを落としておりましたので、ここにご紹介します。

⑩@: 「@:」は、左右どちらかの対称形を、その反対側に置く記

号です。



- 11 -

例： 渋 さんずい＋止／冫@:

＊ 「渋」は常用漢字体の形で、その旧字体は「澁」です。旧字体

の字形を字式で表しますと、「さんずい＋止／“止＋止”」となりま

す。音もこの「澁」の旁に由来します。そうしますと、「渋」の旁の

形は、「澁」の旁「止／“止＋止”」の略体であることが分かりま

す。「冫@:」は、「止＋止」の略体なのです。

例： 叟 “｜ @:ヨ”・又

＊ 「叟」の音と訓は、「ソウ、おきな」です。「おきな」とは、

年老いた男性のこと、痩せたじじ、あるいは一族の長老です。「字

式」で表している「ヨ」の形は、その左側にあるその対称形ととも

に、両手で何かをしている形を表しています。「｜」はこの場合、

「ヨ」とその左側にある「ヨ」の対称形との間に位置します。すなわ

ち、「ヨ」とその対称形が、この「｜」を持つという行為を表してい

ると見てよいようです。ではこの「｜」は何か、多分杖のような棒で

あろうと見てよいのではないでしょうか。また、下の「又」は、右手

の形です。こうしてみますとこの文字は、杖にすがる人、老いた老人

を表しているものと解されます

⑪@~ 「@~」は、その左側にある部首を右側の左上に、あるい

は、その右側にある部首をその右上に乗せる形を表します。

例： 哉 口＜十@~戈

＊ この「十」は「才」で、ほこ（戈）を清めた標です。「戈」の

左上に「十」を置くことで、清められた「戈」を表しています。

例： 乳 ノツ@~孔

＊ 「孔」は乳児の頭髪を剃った形で、乳児を表しています。「ノ

ツ」は、「爪」の略体、すなわち「手」です。この文字は、乳児の頭

を手で支えながら授乳している姿を象ったものと言われます。「ノツ@

~子」は、「子」の頭に手を添えている形です。

前回落としたこの二つの記号は、字式を表す記号の中でも、かなり

踏み込んだものと言えると思います。

以上、次号から、順次具体例をご紹介します。
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離

(

一
二
一)

山
内

薫

高
齢
者
施
設
で
の
お
話
し
会
一
五
の
方
法
（
一
）

前
回
、
『
特
別
支
援
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ-

都
立
多
摩
図

書
館
の
実
践
か
ら
』
の
「
特
別
支
援
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

六
つ
の
方
法
」
に
倣
っ
て
、
私
な
り
の
一
三
の
方
法
を
ご
紹
介

し
た
が
、
図
書
館
で
は
特
別
支
援
学
級
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
高
齢
者
施
設
に
も
出
か
け
て
い
っ

て
、
お
話
し
会
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
施
設
で
の
お
話
し
会
で
気
を
付
け
る
こ
と
を

一
五
に
ま
と
め
て
み
た
。

墨
田
区
に
お
け
る
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
経
緯

墨
田
区
の
図
書
館
で
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
て
本
の
個
人
貸
し
出
し
を
始
め
た
。
そ

の
当
時
の
様
子
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
引
用

す
る
。
（
一
九
九
八
年
に
新
潟
県
の
図
書
館
で
講
演
し
た
と
き

の
レ
ジ
ュ
メ
）

〈
一
〉
老
人
保
健
施
設
秋
光
園
か
ら
の
団
体
貸
し
出
し
の
要
望

と
拡
大
写
本
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
一
階
に
赤
と
ん
ぼ
文
庫
と
い
う
名
前
を
付
け
ら
れ
た

木
製
の
本
棚
が
あ
り
そ
の
上
に
「
貸
出
ノ
ー
ト
」
が
用
意
し
て

あ
っ
て
、
自
室
へ
持
っ
て
い
く
人
は
、
本
の
名
前
を
そ
の
ノ
ー

ト
に
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
に
は
述
べ
三
五

人
（
実
数
で
一
三
人
）
が
四
八
冊
の
本
を
借
り
た
記
録
が
記
入

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
半
数
以
上
は
埼
玉
福
祉
会
の
大
活
字
本

で

あ

っ

た
。
そ
の

内
Ｔ
さ
ん

が

一

五

冊
、
Ｓ
さ

ん
が
一
〇

冊
、
Ｍ
さ

ん
が
七
冊

と
三
人
で

七
割
を
占

め

て

い

る
。
大
活

秋光園の赤とんぼ文庫
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字
本
の
他
「
ひ
ば
り
自
伝
」
「
墨
田
や
東
京
関
係
の
本
」
「
旅

行
案
内
」
「
将
棋
」
「
料
理
」
「
生
け
花
」
「
芝
居
」
等
の
本

が
散
見
さ
れ
た
。
利
用
者
の
大
半
は
二
階
の
比
較
的
自
立
し
て

い
る
人
で
、
三
階
の
介
助
の
必
要
な
人
の
利
用
は
一
名
だ
け
で

あ
っ
た
。
た
だ
自
室
に
は
持
っ
て
い
か
な
い
が
写
真
集
な
ど
を

一
階
の
フ
ロ
ア
で
利
用
す
る
人
も
多
い
と
い
う
。
テ
ー
プ
雑

誌
、
録
音
図
書
や
市
販
の
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
の
落
語
等
は
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
部
屋
に
機
器
が
な
か
っ

た
り
、
機
器
の
操
作
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
他
に
、
耳

で
聞
い
た
だ
け
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
が
苦

手
な
人
が
多
い
か
ら
と
施
設
の
担
当
者
は
語
っ
て
い
た
。

（
施
設
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
今
後
の
要
望
）

一
、
大
活
字
本
を
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い

二
、
漫
画
（
サ
ザ
エ
さ
ん
、
い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん
等
）
な
ど

気
軽
に
読
め
る
も
の
が
欲
し
い

三
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
関
連
し
た
本

が
欲
し
い
（
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
籐
、

陶
芸
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
刺
し
子
、
ち
ぎ
り
絵

な
ど
）

四
、
墨
絵
や
習
字
の
本

五
、
海
外
旅
行
の
経
験
者
も
い
る
の
で
、
日
本
各
地
だ
け
で

な
く
各
国
の
写
真
集
が
欲
し
い

六
、
神
社
仏
閣
、
動
物
や
花
、
鳥
、
山
等
の
写
真
集
や
図
鑑

七
、
星
野
富
弘
、
相
田
み
つ
を
の
画
集

八

、

カ

セ

ッ
ト

・

テ
ー

プ

は

ナ

ツ

メ

ロ

、
民

謡

等
が

よ

い

九

、

リ

ハ

ビ
リ

に

使
う

た

め

の

カ

ラ
オ

ケ

の
歌

詞

を
拡

大

写

本

し

て
欲

し

い
（

銀

座
の

恋

の

物
語
な
ど
一
二
曲
と
五
木
ひ
ろ
し
の
唄
）

秋光園貸出風景２００３年
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（
担
当
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

入
所
者
の
中
に
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

ず
ら
か
っ
た
り
、
輪
の
中
に
入
れ
な
い
人
も
い
た
が
、
本
を
読

む
こ
と
で
時
間
が
過
ご
せ
る
の
で
、
施
設
で
の
生
活
が
良
く
な

っ
た
。
本
を
媒
介
に
し
て
入
所
者
同
士
あ
る
い
は
職
員
と
も
会

話
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
非
常
に
良
か
っ
た
。
（
大
活
字
本

の
貸
出
状
況
を
見
る
と
一
人
の
人
が
借
り
た
本
を
次
に
違
う
人

が
借
り
て
い
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
）

図
書
館
か
ら
施
設
の
担
当
者
が
個
人
的
に
ビ
デ
オ
を
借
り
て

見
て
も
ら
っ
て
い
る
が
好
評
で
あ
る
。
（
鳥
や
動
物
の
ビ
デ

オ
）一

九
九
八
年
三
月
三
日

秋
光
園
の
ひ
な
祭
り
に
図
書
館
の

Ｐ
Ｒ
と
「
あ
か
と
ん
ぼ
文
庫
」
の
紹
介
の
た
め
の
時
間
を
と
っ

て
も
ら
う
。
そ
こ
で
紙
芝
居
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

担
当
者
か
ら
あ
り
、
復
刻
版
の
「
黄
金
バ
ッ
ト
」
と
付
録
の
テ

ー
プ
を
持
っ
て
出
か
け
て
い
っ
た
。
待
ち
時
間
の
間
に
痴
呆
の

お
年
寄
り
の
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
て
い
る
職
員
と
話
し
を
す
る

機
会
が
あ
り
、
そ
の
職
員
は
黄
金
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
た
こ
と

に
非
常
に
興
味
を
示
し
た
。
そ
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
痴

呆
の
お
年
寄
り
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
子
ど
も
か
ら
青
年
期
に

か
け
て
の
良
い
思
い
出
を
引
き
出
す
「
回
想
法
」
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
昔
三
味
線
を
習
っ
て
い
た
人
に
三
味
線
の

音
曲
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
が
、
現
在
の
三
味
線
の
音
は
違
う
と

い
う
。
そ
こ
で
昔
の
演
奏
を
Ｓ
Ｐ
盤
か
ら
取
っ
て
聞
い
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
音
だ
」
と
言
っ
た
。
三
味
線
の
弦
は
絹

で
で
き
て
い
る
が
、
最
近
の
蚕
は
養
殖
の
過
程
の
一
部
で
人
工

飼
料
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
音
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ

う
し
た
微
妙
な
音
の
差
異
を
聞
き
分
け
る
能
力
が
潜
在
的
に
残

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
痴

呆
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
輪
な
ど
も
回
想
を

引
き
出
す
た
め
に
使
う
が
、
新
し
い
も
の
は
ダ
メ
で
、
炭
で
真

っ
黒
に
な
っ
た
も
の
で
な
い
と
役
に
立
た
な
い
。
黄
金
バ
ッ
ト

は
非
常
に
興
味
が
あ
る
の
で
一
緒
に
付
い
て
い
る
昔
の
紙
芝
居

屋
さ
ん
の
テ
ー
プ
で
口
調
を
勉
強
し
て
是
非
や
っ
て
み
た
い
。

最
近
で
た
「
回
想
法
」
と
い
う
本
の
付
属
ビ
デ
オ
に
は
、
ド
イ

ツ
の
老
人
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
舞
台
に
ナ
チ
ス
の
制
服
を
着
た
人
が
登
場
す
る

な
ど
し
て
、
回
想
法
を
行
っ
て
い
る
。
回
想
法
は
良
い
思
い
出

を
引
き
出
す
事
が
大
切
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
記
憶
を
引
き
出
し
て

し
ま
う
と
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
先
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日
、
お
年
寄
り
た
ち
何
人
か
が
話
し
を
し
て
い
る
内
に
、
自
然

に
東
京
大
空
襲
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
、
二
人
の
お
年
寄
り
が

二
日
間
不
安
定
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
東
京
大

空
襲
や
戦
争
、
関
東
大
震
災
な
ど
に
つ
い
て
は
極
力
触
れ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。

（
わ
れ
わ
れ
の
感
想
）

黄
金
バ
ッ
ト
の
紙
芝
居
を
持
っ
て
会
場
（
食
堂
）
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
一
テ
ー
ブ
ル
に
一
〇
人
の
お
年
寄
り
が
お
り
、
テ
ー

ブ
ル
が
一
二
も
あ
る
広
い
場
所
だ
っ
た
の
で
、
テ
ー
プ
を
流
し

な
が
ら
、
場
面
を
見
せ
て
回
る
予
定
だ
っ
た
が
、
テ
ー
プ
が
捻

れ
て
し
ま
っ
て
う
ま
く
作
動
せ
ず
、
結
局
マ
イ
ク
を
使
っ
て
紙

芝
居
を
行
っ
た
。
読
み
終
わ
っ
た
後
、
紙
芝
居
の
一
場
面
一
場

面
を
各
テ
ー
ブ
ル
に
持
っ
て
回
わ
り
、
お
年
寄
り
に
見
て
も
ら

っ
た
。
何
人
か
の
お
年
寄
り
は
懐
か
し
が
っ
て
話
題
に
し
て
い

た
。
し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
場
所
が
広
す
ぎ
る
の
で
、
今
度
は

一
〇
人
位
を
相
手
に
是
非
や
っ
て
み
た
い
。

一
階
と
個
人
利
用
し
て
い
る
Ｍ
さ
ん
が
い
る
二
階
し
か
訪
ね

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
お
年
寄
り
が
入
所

し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
職
員
に
よ
れ
ば
七
割
の
人
は
痴
呆

の
人
だ
と
言
う
。

今
回
の
経
験
か
ら
、
本
だ
け
で
な
く
、
回
想
法
を
支
援
す
る

様
々
な
資
料
（
昔
の
日
常
生
活
用
具
、
昔
流
行
っ
た
音
楽
、
ポ

ス
タ
ー
、
絵
画
、
遊
具
、
模
型
、
写
真
、
薬
な
ど
）
を
図
書
館

と
し
て
貸
し
出
し
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
痛
感
し
た
。

〈
二
〉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
風
園
」
で
の
個
人
貸
出

一
、
相
手

か
ら
言
わ
れ

た
本
の
こ
と

を
知
ら
な
い

と
会
話
が
そ

こ
で
と
ぎ
れ

て
し
ま
う
可

能

性

が

強

い
。
そ
の
反

面
、
そ
の
本

や
作
者
の
こ

と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
と

会
話
が
広
が

る
。
（
中
谷
宇
吉
郎
の
随
筆
）

清風園での貸出風景2003年頃
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二
、
同
じ
よ
う
な
興
味
や
話
題
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
例
え
ば
歌
舞
伎
）

三
、
地
元
の
こ
と
や
地
元
の
昔
の
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
年
寄
り
は
地
元

の
方
が
多
く
、
「
両
国
橋
の
近
く
に
大
き
な
碑
が
建
っ
て
い
た

け
れ
ど
も
」
と
か
「
戦
前
に
は
相
生
町
と
言
っ
て
い
た
辺
り
に

家
が
あ
っ
て
」
等
の
話
題
が
会
話
の
中
で
多
く
出
て
く
る
。
現

地
の
写
真
を
撮
っ
て
き
て
見
せ
た
。

四
、
本
に
は
な
じ
め
な
か
っ
た
り
、
目
の
具
合
が
悪
く
て
本

を
読
め
な
い
人
も
多
い
の
で
音
声
資
料
や
視
聴
覚
資
料
が
活
躍

す
る
。

五
、
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
を
み
ん
な
で
一
緒
に
聞
い
て
楽
し
ん
で

い
る
。

六
、
痴
呆
の
お
年
寄
り
に
、
本
を
見
せ
た
と
こ
ろ
「
そ
の
黄

色
い
本
は
、
あ
た
し
の
本
だ
か
ら
返
せ
」
と
迫
ら
れ
る
。

七
、
四
人
部
屋
の
人
間
関
係
は
複
雑
で
、
同
じ
部
屋
に
い
る

人
に
対
す
る
物
言
い
や
世
話
の
仕
方
な
ど
で
、
そ
こ
で
の
関
係

や
人
間
性
が
見
え
て
し
ま
う
。

八
、
本
を
借
り
て
い
る
こ
と
を
失
念
し
て
い
る
人
も
多
い
。

九
、
読
む
人
は
概
し
て
週
刊
誌
や
新
聞
な
ど
を
よ
く
読
ん
で

い
る
。

一
〇
、
大
き
な
活
字
の
本
が
や
は
り
よ
く
利
用
さ
れ
る
。

一
一
、
現
在
の
と
こ
ろ
女
性
の
み
の
利
用
（
カ
セ
ッ
ト
を
借

り
る
男
性
一
名
）

清
風
園
で
借
り
ら
れ
た
資
料
（
Ｆ
は
女
性
、
Ｍ
は
男
性
）

Ｆ

癒
さ
れ
て
生
き
る
、
夢
に
つ
い
て
、
小
石
川
の
家
、
日
常

塾
確
か
な
生
き
方
、
人
生
午
後
の
時
間
の
た
め
に
、
リ
ン
ボ
ウ

先
生
の
遠
め
が
ね
、
六
十
六
の
暦
、
駆
け
落
ち
（
リ
ク
エ
ス

ト
）
、
や
さ
し
さ
が
女
性
を
か
え
る
、
妄
想
の
森
、
う
た
か
た

・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
（
最
近
の
本
も
良
く
読
む
）
も
も
こ
も

話
、
カ
セ
ッ
ト
迷
宮

Ｆ

戦
争
と
平
和
、
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
（
字
の
大
き
い
も

の
と
言
わ
れ
子
供
向
き
の
抄
訳
一
冊
本
を
持
っ
て
い
く
）
、
藤

村
詩
抄
上
下

Ｆ

座
右
の
銘
（
俳
句
、
書
道
関
係
の
本
を
よ
く
借
り
る
）

Ｆ

歴
史
と
旅
、
演
劇
界
、
長
谷
川
町
子
全
集
、
池
波
正
太
郎

の
小
説
、
名
著
復
刻
日
本
児
童
文
学
館
（
同
室
で
い
つ
も
眠
っ

て
い
て
歌
舞
伎
が
好
き
な
人
の
分
も
借
り
て
一
緒
に
見
て
い

る
）

Ｆ

四
国
八
十
八
カ
所
、
演
劇
界
、
浅
草
の
肖
像
、
歴
史
読
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本
、
中
村
勘
三
郎
、
川
口
松
太
郎
集
（
大
活
字
）
時
代
劇
ス
タ

ー
大
行
進

Ｆ

永
代
橋
崩
落
上
下
（
大
活
字
本
）
、
演
劇
界
、
豊
臣
家
の

人
々
上
中
下
（
大
活
字
本
）

Ｍ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
浪
曲
百
番
、
ふ
る
さ
と
、
民
謡
、
婦

系
図
、

Ｆ

鉄
道
員
（
大
活
字
本
）
、
日
本
の
滝
（
写
真
集
）

Ｆ

御
宿
か
わ
せ
み
（
大
活
字
本
）

五
階

ナ
ツ
メ
ロ
の
Ｃ
Ｄ
、
写
真
集
、
大
活
字
の
歌
詞
集
、
大
相
撲
へ

の
招
待
、
フ
ク
ち
ゃ
ん

ま
た
一
九
九
〇
年
代
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
お
話
し
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
た
図
書
館
の
レ
ポ
ー
ト
が
二
つ
あ
っ
た
の

で
レ
ジ
ュ
メ
で
紹
介
し
た
。

〈
三
〉
豊
中
市
立
図
書
館
に
お
け
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
の
出
前
朗
読
会
」
一
九
九
七
、
一
、
二
二

Ｏ
Ｌ
Ａ
基
本
研

修
会
資
料
よ
り

一
九
九
四
年
九
月
か
ら
開
始
。
月
一
度
ホ
ー
ム
の
食
堂
で
三

〇
分
間
、
平
成
三
年
に
開
い
た
対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
受
講
し
た
二
つ
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
四
人
一
チ
ー
ム
に

な
っ
て
隔
月
交
代
で
出
前
を
し
て
い
る
。
毎
回
二
〇
～
三
〇
人

の
お
年
寄
り
が
楽
し
ん
で
い
る
。
「
エ
ッ
セ
イ
、
短
編
小
説
、

季
節
の
行
事
風
物
に
関
す
る
読
み
物
、
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組

本
、
絵
本
な
ど
」

あ
る
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
「
ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
」
な
ど
春
に
関
連
し
た
童
謡
テ
ー

プ
を
流
す
）

（
一
）
「
小
原
流
草
花
４
月
号
」
よ
り
エ
ッ
セ
イ
「
日
本
人
の

桜
観
」
（
朗
読
の
間
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
桜
の
写
真
集
を
開
い

て
、
お
年
寄
り
の
間
を
回
る
）

（
二
）
金
子
み
す
ず
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
よ
り
詩
五

編（
三
）
沢
村
貞
子
「
寄
り
添
っ
て
老
後
」
よ
り
「
あ
そ
ぶ
っ
て

な
に
」
「
忘
れ
る
」
（
ロ
シ
ア
民
謡
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
の
演

奏
テ
ー
プ
を
流
す
）

（
四
）
「
広
報
と
よ
な
か
」
よ
り
市
民
か
ら
の
投
稿
エ
ッ
セ
イ

「
思
い
出
の
歌
」
「
白
い
花
の
咲
く
頃
」

（
五
）
「
広
報
と
よ
な
か
」
よ
り
「
と
よ
な
か
人
物
も
の
が
た

り
・
那
須
与
一
」
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「
エ
エ
話
や
っ
た
な
。
来
月
も
楽
し
み
に
待
っ
て
る
ぜ
」
と

声
が
上
が
る
。

〈
四
〉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

国

立
市

東
公
図
職
員
研
究
集
会

一
九
七
七
、
一
、
二
三

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
り
の
依
頼
文

「
現
在
、
五
〇
名
の
利
用
者
が
当
苑
で
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
が
、
様
々
な
慢
性
疾
患
や
、
心
身
障
害
の
た
め
生
活
全
般
に

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
で
す
。
そ
の
援
助
の
柱
と
し
て
、
基

本
的
な
生
活
援
助
の
充
実
と
、
共
同
生
活
の
中
で
豊
か
な
人
間

交
流
や
潤
い
の
あ
る
生
活
へ
の
援
助
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
先
般
、
貴
館
の
対
面
朗
読
を
知
る
機
会
を
得

ま
し
て
、
余
暇
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
、
読
書
会
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
「
普
段
文
字
情
報
に
接
す
る
機

会
の
少
な
い
、
視
力
障
害
者
や
寝
た
き
り
の
利
用
者
に
、
読
書

会
を
通
じ
文
字
情
報
を
提
供
し
、
余
暇
活
動
の
充
実
を
図

る
。
」
苑
で
は
、
「
読
書
会
」
を
一
般
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
参
加
で
き
な
い
人
の
代
替
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
を
含
む
。

一
九
九
四
年
の
六
月
か
ら
月
二
回
隔
週
午
前
中
の
一
時
間
ホ

ー
ム
の
ロ
ビ
ー
に
間
仕
切
り
を
し
て
実
施
。
参
加
者
五
～
七
名

で
全
員
車
い
す
で
半
円
形
を
描
く
。
通
常
音
訳
者
二
名
だ
が

二
、
三
カ
月
に
一
度
は
図
書
館
員
も
行
う
。
一
時
間
読
み
っ
ぱ

な
し
だ
と
全
員
眠
っ
て
し
ま
う
の
で
、
短
い
小
説
や
エ
ッ
セ
イ

で
読
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
雑
談
が
も
て
る
よ
う
な
も
の
。
は
じ

め
の
頃
に
は
全
く
反
応
が
な
く
、
半
数
以
上
は
気
持
ち
よ
く
眠

っ
て
い
る
。
何
度
か
続
け
て
い
く
内
に
こ
ち
ら
が
持
ち
出
し
た

話
題
に
の
っ
て
話
し
て
く
れ
た
り
笑
い
話
の
落
ち
の
と
こ
ろ
で

笑
っ
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
文
中
に
歌
が
出
て
き
た

り
す
る
と
普
段
黙
っ
て
い
た
人
が
突
然
そ
の
歌
の
一
番
か
ら
三

番
ま
で
を
歌
い
だ
し
た
り
、
戦
争
中
の
生
活
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ

イ
を
読
ん
で
い
た
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
こ
ぼ
す
人
が
い
た
り
と

手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
苑
か
ら
の
要
望
で
長
い
も

の
に
も
取
り
組
み
は
じ
め
子
供
向
き
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

を
毎
回
少
し
ず
つ
読
む
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
る
。

個
人
利
用
を
呼
び
か
け
た
が
、
集
団
生
活
を
し
て
い
て
と
て

も
忙
し
い
こ
と
、
自
分
だ
け
が
特
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
に
非
常
に
気
を
使
う
な
ど
の
問
題
か
ら
利
用
し
て
も
ら
え
な

い
。
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漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

推
古
朝
の
文
章

（

日
本
書
紀
よ
り
）

十
七
条
憲
法

二

ハ
ク

テ

ヲ

シ

シ
ト

一

曰
、
以
レ

和

為
レ

貴
、

キ
ヲ

フ
ル
コ
ト

ヨ

ト

リ

無
レ

忤

為
レ

宗
。
人

皆

有
レ

タ

ナ
シ

ル

ヲ

テ

党
。
亦

少
二

達

者
一

。
是

以
、

イ
ハ

ハ

ニ

タ

フ

或

不
レ

順
二

君

父
一

。
乍

違
二

ニ

レ
ド
モ

ラ
ギ

于

隣

里
一

。
然

上

和

下

ビ
テ

フ
ト
キ
ハ

フ
ニ

ヲ

チ

睦
、
諧
二

於

論
一
レ

事
、
則

事

ラ

フ

カ

ラ
ン

ラ

理

自

通
。
何

事

不
レ

成
。

大
修
館
書
店
『
漢
文
名
作
選
』
第
２
集

５
日
本
の
漢
詩
文

参
照

一
に
曰
わ
く
、
和
を
以
て

貴

し
と
為
し
、

い
つ

い

わ

も
つ

と
う
と

な

忤
う
る
こ
と
無
き
を
宗
と
為
よ
。
人
皆

さ
か

な

む
ね

せ

ひ
と
み
な

党

有
り
。
亦
た
達
る
者
少
な
し
。
是

た
む
ら

あ

ま

さ
と

も
の
す
く

こ
こ

を
以
て
、
或
い
は
君
父
に

順

わ
ず
。

も
つ

あ
る

く
ん

ぷ

し
た
が

乍
た
隣
里
に
違
う
。
然
れ
ど
も
上

ま

り
ん
り

た
が

し
か

か
み

和
ら
ぎ
下
睦
び
て
、
事
を

論

う
に

や
わ

し
も
む
つ

こ
と

あ
げ
つ
ら

諧
う
と
き
は
、

則

ち
事
理

自

ら
通

か
な

す
な
わ

じ

り

お
の
ず
か

か
よ

う
。
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
。

な
に
ご
と

な

人
み
な
党
（
た
む
ら
）
あ
り

人
は
み
な
、
仲
間
を
作
り
、
党
派
を
な
し
、

考
え
や
利
害
は
一
様
で
は
な
い
。

聖
徳
太
子
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
十
七
条
憲
法
の

全
文
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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５７４～６２２年

聖
徳
太
子(

厩

戸

皇
子
）

う
ま
や
ど
の
お
う

じ

用
明
天
皇
の
第
二
皇
子

お
ば
に
あ
た
る
推
古
天
皇
の

摂
政
と
し
て
、
冠
位

十
二
階
の

制
定
、

仏
教
の

興
隆
、

遣
隋
使
の
派
遣

な
ど
、
内
外
の
政
治
に

力
を
尽
く
し
た
。

一 ニ 曰 ハク 、 以 テ 和 ヲ 為 シ

貴 シト 、 無 キヲ 忤 フルコト 為 ヨ

宗 ト 。 人皆 有 リ 党 。 亦 タ 少

ナシ 達 ル 者 。 是 ヲ 以 テ 、 或 イ

ハ 不 順 ハ 君 父 ニ 。 乍 タ

違 フ 于 隣 里 ニ 。 然 レ ドモ 上 和 ラ

ギ 下 睦 ビテ 、 諧 フトキハ 於 論

フニ 事 ヲ 、 則 チ 事 理 自 ラ 通

フ 。 何 事 カ 不 ラン 成 ラ 。

推古天皇
５５４～６２８年

a

｢

融
和
・
和
合
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
古
代
国
家
の
成
立
期
、
血
で

血
を
洗
う
権
力
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
太
子
の
悲
願
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
」

(

大
修
館
書
店
『
漢
文
名
作
選
』
よ
り
）
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ご
報
告
と
ご
案
内

毎
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
納
入
す

る
漢
点
字
書
の
製
作
の
最
終
段
階
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
今
年

度
も
以
下
の
図
書
の
漢
点
字
訳
書
を
納
入
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
は
、
前
年
度
に
積
み
残
し
ま
し
た
図
書
、
『
古
事

記
』
（
次
田
真
幸
（
つ
ぎ
た
・
ま
さ
き
）
校
注
、
講
談
社
学
術

文
庫
）
の
下
巻
・
四
分
冊
と
、
『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大

成
』
（
佐
藤
勝
明
編
、
明
治
書
院
）
の
頭
の
部
分
、
第
一
分
冊

か
ら
第
三
分
冊
ま
で
の
納
入
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

『
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』
の
紹
介
文
に
「
編
者

堀
切
実
・

田
中
善
信
・
佐
藤
勝
明
」
、
「
編
集
委
員

藤
原
マ
リ
子
・

玉
城
司
・
金
田
房
子
・
深
沢
眞
二
」
と
あ
り
ま
す
。

以
下
に
、
有
名
な
「
あ
ら
海
や
」
の
句
の
そ
の
解
説
の
抜
粋

を
収
め
ま
す
。

あ
ら
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
河

（
真
蹟
懐
紙
）

【
考
】

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
年
七
月
上
旬
、
北
陸
行

脚
中
の
作
。
季
語
は
「
天
河
」
で
秋
。
『
曽
良
書
留
』
の
前
書

に
「
七
夕
」
。
『
俳
諧
勧
進
牒
』
に
は
「
い
づ
も
ざ
き
に
て
」

の
前
書
が
あ
り
、
同
内
容
の
前
書
や
文
章
を
備
え
る
も
の
が
多

い
。
『
曽
良
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
出
雲
崎
に
泊
っ
た
の
は
七
月

四
日
で
、
七
月
七
日
は
高
田
に
逗
留
。
版
本
初
出
の
『
其
袋
』

で
は
直
江
津
で
の
作
と
暗
示
さ
れ
る
。
『
本
朝
文
選
』
所
収
の

俳
文
「
銀
河
ノ
序
」
で
は
、
金
山
が
あ
り
流
刑
の
地
で
も
あ
っ

た
佐
渡
の
歴
史
を
記
し
、
自
ら
の
旅
愁
を
吐
露
し
た
上
で
掲

出
。
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
は
そ
う
し
た
記
述
の
一
切
を
省

き
、
「
酒
田
の
余
波
｀
な
ご
り*

B

日
を
重
｀
か
さ
ね*

B

て
、
北
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陸
道
の
雲
に
望
｀
の
ぞ
む
。
遥
々
｀
よ
う
よ
う

の
お
も
ひ
胸

に
い
た
ま
し
め
て
、
加
賀
の
府
ま
で
百
丗
里
と
聞
｀
き
く
。
鼠

の
関
を
こ
ゆ
れ
ば
、
越
後
の
地
に
歩
行
｀
あ
ゆ
み*

B

を
改
｀
あ

ら
た
め*

B

て
、
越
中
の
国
一
ぶ
り
の
関
に
到
る
。
こ
の
間
九

日
、
暑
湿
の
労
に
神
｀
し
ん*

B

を
な
や
ま
し
、
病
｀
や
ま
い*
B

お
こ
り
て
事
を
し
る
さ
ず
」
と
し
、
「
＊

文
月
や
」
句
と
並

記
す
る
形
で
掲
出
。

【
解
】

荒
波
が
立
つ
こ
の
海
の
向
こ
う
、
佐
渡
が
島
に
か

け
て
天
の
川
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
、
の
意
。
「
よ
こ
た

ふ
」
は
文
法
的
に
「
横
た
は
る
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
な
が

ら
、
「
横
た
ふ
」
を
自
動
詞
と
し
て
使
っ
た
例
も
報
告
さ
れ
、

蜂
矢
清
人
「
横
た
ふ
考
」
（
「
文
法
」
一
九
七
〇
・
三
）
な

ど
、
漢
文
訓
読
の
影
響
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
の
銀
河
は
佐
渡
方
面
に
横
た
わ
ら
な
い
と
の
指
摘

（
荻
原
井
泉
水
『
奥
の
細
道
評
論
』
等
）
に
対
し
て
、
現
在
の

大
勢
は
、
ま
っ
た
く
方
角
が
違
う
わ
け
で
は
な
く
、
事
実
に
拘

泥
し
過
ぎ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。

（
中
略
）

【
評
】

「
よ
こ
た
ふ
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
の
影

響
で
あ
る
と
の
認
識
が
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
お
り
、
七
夕
時
に
銀

河
は
佐
渡
に
横
た
わ
ら
な
い
と
い
う
点
は
、
問
題
に
し
な
い
の

が
最
近
の
傾
向
。
こ
れ
ら
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
『
金
田

前
書
』
の
指
摘
は
、
貴
重
で
示
唆
的
。
各
前
書
や
文
章
と
の
関

連
で
、
位
置
づ
け
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
の

句
で
あ
り
、
『
全
講
』
『
安
東
芭
蕉
』
『
堀
切
ほ
そ
道
』
『
金

田
前
書
』
な
ど
を
参
考
に
、
さ
ら
に
追
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

［
佐
藤
勝
明
］
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支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

研修者募集： 弊社では、ガイドヘルパー（視覚障害者）の資格取得

研修を実施致します。詳細はホームページで。

ＵＲＬ： ｗｗｗ．ｙｔｒａｎｓ．ｎｅｔ

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1105

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
は
新
年
を
ど
の
よ
う
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

新
年
早
々
、
能
登
地
方
を
襲
っ
た
震
度
７
の
大
地
震
、

羽
田
空
港
で
の
飛
行
機
ど
う
し
の
衝
突
炎
上
事
故
と
悲

し
い
、
つ
ら
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
能
登
地
方
の
地
震
は
、
Ｔ
Ｖ
等
の
地
震
情
報
を

見
聞
き
す
る
た
び
被
害
が
広
範
囲
に
、
深
刻
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
を
思
う
と
気
持
ち
が
沈

み
ま
す
。
思
え
ば
２
９
年
前
、
西
宮
に
住
ん
で
い
た
こ

ろ
、
関
西
淡
路
大
地
震
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。
一

瞬
に
し
て
タ
ン
ス
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
倒
れ
た
。
幸
運
に

も､

家
族
に
け
が
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
。
時
は
進

み
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
を
予
知
す
る
こ
と
は
不
可
能
、

普
段
か
ら
の
防
災
、
減
災
が
大
切
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
。

今
年
は
辰
年
、
龍
神
の
力
で
災
難
や
争
い
事
を
吹
き

飛
ば
し
、
明
る
い
、
平
和
な
年
に
転
じ
た
い
も
の
で
す
。

宮
澤
義
文

編

集

後

記


